
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組 合        会 社 
 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

発行責任者 加藤 誠 

ＪＲ東労組ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

【組合】なぜ、組合員に取り消し線をしたのか 

【会社】担当を変更しようとすることを、わかりやすくするため。 
※規程の改訂作業をしていた際、抹線をしていたことはある。 

氏名に対してはこれまでやったことはない。 

【組合】担当を変更しようと検討してから、確定した日はいつか 

【会社】名簿が確定したのは、１月１６日。そこから管理者へ共有した。 

抹線された社員と会食さていないのは事実。 

関りをもつのは、全社員にやるべきではないか？

組合員は１月１６日以降も関られたという実感は

ない。 

１月末まで関りをもっていこうと管理者は

認識一致している。 

担当変更が検討されたのは、組合員だけなのはなぜか？ 

今後、抹線者へのフォローをしていく。 

管理者は、メールに添付されていた担当表の抹線を

見ても、違和感をもたなかったのか？ 

名簿の抹線を見た管理者から 

声が上がらなかったのは事実 

管理者は、抹線されている社員への「認識の一致」があったのではないか 

これは「無言の差別」である。 


